
　本リーフレットには、音声コードとコードの位置認識のため、切り込みを入れています。

スマホ用音声コードリーダーアプリ（Uni-Voice Blind）で音声情報を聞くことができます。

ほん おん せい い　 ち　にん しき

ユ ニ 　 　 　ボイス 　  ブ ラインド

き こ
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い

おんせいじょうほう き

長 崎 県
なが　さき　 けん

電　話　　095-895-2450

F A X 　　095-823-5082

M a i l 　  ｓ04100＠pref.nagasaki. lg.jp

月曜～金曜の午前9時から午後5時（祝日と年末年始は休み）

※県内各地に配置されている「地域相談員」については、お問い合わせ

　いただくか「平和な長崎県づくり条例」で検索してください。

長崎県福祉保健部障害福祉課の 広域専門相談員へご相談ください。

住　所　　〒 850 -8570　長崎市尾上町３－１

障害のある人に対する差別に関するご相談窓口

平成28年4月、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（障害者差別解消法）がスタートしました。
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条例と同じように、障害を理由とした差別が禁止されています。

役 所 な ど 行 政 機 関

しては

いけない

しなければ

ならない

不当な差別的

取扱い

合理的配慮
行うよう努める

※県条例に
　おいては義務

禁 止

じょうれい しょうがい り　ゆう さ　べつ きん　し

げつよう

じゅう　　 しょ

ふ ぁ っ く す

で ん 　  わ

め ー る

ながさき し   お のうえ まち

だれ そう だん

けん ない かく ち

へい  わ なが さき けん じょうれい けん さく

しつ　もん

はい  ち ち  いき  そう だん いん と あ

きんよう ご  ぜん じ ご    ご じ やすしゅくじつ ねん まつ ねん し

やく   しょ

ふ　とう さ  べつてき

とりあつか

ごう  り  てき  はい りょ

ぎょう  せい    き    かん

きん　　  し

禁 止
きん　　  し

法的義務
ほう てき　 ぎ　 む

おこ

けんじょうれい

ぎ　 む

つと

努力義務
ど　りょく  ぎ　 む

会社・お店など民間事業者
かい  しゃ みせ みん  かん   じ  ぎょう しゃ

しては

いけない

質問
誰でも相談できますか？

その 2

　障害のある人をはじめ、家族、支援担当者、学校・職場の人、友人などどなたでも相談すること

ができます。

　差別と考えられる事案のほか、自らの行為が差別に当たるのかなど、この条例に基づく

地域相談員や広域専門相談員が相談に応じます。ひとりで悩まず、安心してご相談ください。

しょうがい り　ゆう さ　べつ ば　あい ばっ そく

障害を理由に差別をした場合には罰則がありますか？

　この条例には、差別行為に対する罰則はありません。なぜなら、差別に関するトラブルが

発生した場合は、障害のある人とない人との間で話し合いにより円満な解決を図ってもらう

ことを基本にしているからです。それをサポートするために相談体制が整備されています。

　また、当事者間での解決が困難な場合は「障害のある人の相談に関する調整委員会」が、

公正中立な立場から当事者に対して助言やあっせんを行うこととしています。
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　この条例は、障害や障害のある人に対する県民の理解を深め　この条例は、障害や障害のある人に対する県民の理解を深め　この条例は、障害や障害のある人に対する県民の理解を深め

障害のあるなしにかかわらず、誰もが社会を構成する一員として、にかかわらず、誰もが社会を構成する一員として、にかかわらず、誰もが社会を構成する一員として、にかかわらず、誰もが社会を構成する一員として、

あらゆる社会活動に参加するあらゆる社会活動に参加することができる

共生社会の実現を目指して制定されました。共生社会の実現を目指して制定されました。

　障害のある人に対する差別をなくすことを通じて、　障害のある人に対する差別をなくすことを通じて、　障害のある人に対する差別をなくすことを通じて、　障害のある人に対する差別をなくすことを通じて、

共に生きる平和な長崎県づくりを進めていきましょう。共に生きる平和な長崎県づくりを進めていきましょう。共に生きる平和な長崎県づくりを進めていきましょう。共に生きる平和な長崎県づくりを進めていきましょう。

　この条例では身体障害、知的障害、精神障害、発達障害、難病を原因

とする障害など心身の機能の障害があり、これらの障害と社会的障壁

によって、継続的又は断続的に日常生活や社会生活に相当な制限を

受ける状態にある人を「障害のある人」と規定しています。
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障害のある
ひと

人に
たい

対して
さ べ つ

差別をしてはならないと
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こ じ ん
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ぶ ん や

分野

における
さ べ つ

差別 
こ う い

行為の
き ん し

禁止を
とく

特に
さだ

定めています。

ふ くし

福祉サービス
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制限をしたり、
じょうけん
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か

課すなど、
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ひと
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と
こと

異なる
とりあつか

取扱いをすることが
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配慮」といい、
しょうがい

障害のある
ひと
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福祉サービスや
いりょう

医療の
ていきょう

提供を
こば

拒んだり、
せいげん

制限したり、
じょうけん

条件をつける。

●お
みせ

店で・・・
くるま

車いすの
り よ う

利用や
ほ じ ょけん

補助 犬の
どうはん

同伴を
り ゆ う

理由に
にゅうてん

入店を
ことわ

断る。

●アパートの
けいやく

契約で・・・
しょうがい

障害を
り ゆ う

理由として
へ 　 や

部屋を
か

貸さない。

ふ き ん と う
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負担にならない
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範囲で
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しょうがい

障害の
とくせい

特性に
おう

応じた
はいりょ

配慮を
おこな

行うことが
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必要です。
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視覚 
しょうがい

障害のある
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てんじ

点字、
かくだい

拡大 
も　じ

文字、テキストデータの
しりょう

資料を
じゅんび

準備する。

ちょうかく

聴覚 
しょうがい

障害のある
ひと
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対して
せつめいかい

説 明 会 な ど の
さ い

際 に
し ゅ わ つ う や く し ゃ

手 話 通 訳 者 や
よ う や く

要約

 
ひ っ き し ゃ

筆記者を
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配置する。

ち て き

知的 
しょうがい

障害のある
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たい

対して

サービス
ないよう

内容や
りよう

利用 
もうしこ

申込みに
ひつよう

必要な
しょるい

書類を

ゆっくりわかりやすく、
ていねい

丁寧に
せつめい

説明したり、
しゃしん

写真やふりがなを
い

入れた
しりょう

資料を
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使用して、
り か い

理解しやすいように
せつめい

説明する。

はったつ

発達 
しょうがい

障害のある
ひと

人に
たい

対して
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抽象的な
ひょうげん

表現を
さ

避け、
え

絵や
しゃしん

写真を
かつよう

活用する

など
ぐ た い て き

具体的に
せ つ め い

説明する。
ま

待ってもらう
ひつよう

必要が

ある
ば あ い

場合や
じ か ん

時間に
よ ゆ う

余裕のないときなどは、
おおむ

概ねの
ま

待ち
じ か ん

時間や
たいおう

対応できる
じ か ん

時間などを

あらかじめ
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伝えておく。
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しょうがい

障害のある
ひと

人が、
だ ん さ

段差のある
か し ょ

箇所を
つうこう

通行する
さい

際に
ほ じ ょ

補助する。

おお

多くの
ひと

人が
り よ う

利用する
たてもの

建物の
かいしゅう

改修や
しんちく

新築を
おこな

行う
さい

際、トイレをバリアフリー
か

化したり、オス

トメイト
たいおう

対応にする。

せいしん

精神 
しょうがい

障害のある
ひと

人に
たい

対して
こ よ う

雇用の
さい

際に、
しょうがい

障害の
じょうきょう

状況 に
おう

応じた
し ご と

仕事の

ローテーションをくんだり、カウンセリング

や
つういん

通院のための
きゅうか

休暇を
みと

認める。

なんびょう

難病を
げんいん

原因とする
しょうがい

障害のある
ひと

人に
たい

対して

「
しょうがい

障害のある
ひと

人」の
なか

中には、
なんびょう

難病を
げんいん

原因とする
しょうがい

障害を
も

持つ
ひと

人も
ふく

含まれます。
なんびょう

難病に
り か ん

罹患した
ひと

人は
しょうがい

障害があることが
み

見た
め

目にはわかりづらいですが、
たいちょう

体調の
へんどう

変動が
はげ

激しく、
すわ

座ったり、
よこ

横になることが
おお

多い、ストレスや
ひ ろ う

疲労により
しょうじょう

症状が
あ っ か

悪化しやすい、
て い き て き

定期的な
つういん

通院が
ひつよう

必要であるといった
しっかん

疾患 
かんりじょう

管理上の
じょうけん

条件などから、
さまざま

様々な
せいかつ

生活のしづらさを
かか

抱えています。これらの
ひと

人から
もと

求めがあった
ば あ い

場合にも、その
ひと

人

の
しょうがい

障害の
とくせい

特性に
おう

応じて
たいおう

対応してほしい
ないよう

内容を
かくにん

確認のうえ、
はいりょ

配慮が
ひつよう

必要になります。

　
いっけん

一見、
さ べ つ

差別にあたると
おも

思われる
こうい

行為であったとしても、「
きゃっかんてき

客観的に
せいとう

正当

かつやむをえないと
みと

認められる
とくべつ

特別な
じじょう

事情」がある
ば あ い

場合は
さ べ つ

差別には
あ

当たり

ません。また、「
ごうりてき

合理的 
はいりょ

配慮」については、
しょうがい

障害のある
ひと

人 
など

等から
もと

求めがあっ

ても、
しゃかい

社会 
つうねんじょう

通念上 
そうとう

相当と
みと

認められる
は ん い

範囲を
こ

超えた
か　ど

過度な
ふ た ん

負担となり
おう

応じる

ことができない
ば あ い

場合は、
さ べ つ

差別には
あ

当たりません。

しょうひん

商品 
およ

及び

サービスの
ていきょう

提供

な い ぶ

内部 
しょうがい

障害のある
ひと

人に
たい

対して

ふ どう さ ん

不動産 
とり ひ き

取引

い　し

意思 
ひょうじ

表示の
じゅりょう

受領

ろうどう

労働 
およ

及び
こ よう

雇用

●
ふ く し

福祉 
し せ つ

施設や
いりょう

医療 
きかん

機関で・・・

●
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